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令和７年度 北海道地域活動振興協会事業実施報告 

 

１ 地域活動振興事業（公益目的事業の実施状況） 

 

（１）普及・啓発事業 

① 環境美化運動の推進 

北海道や関係団体などが取り組む環境保全活動や資源回収・再利用を図る運動等につ

いて、市町村や道民に対し広く情報提供を行い、環境美化に向けた運動を推進しました。 

また、北海道が主催する「ごみゼロの日（５月３０日）」における街頭啓発活動（札

幌駅南口広場ほか）に協力団体として参加しました。 

 

 

② 地域活動団体の表彰等 

効果的な地域活動の推進を図るため、環境問題、青少年の健全育成や交通安全、健康  

増進等の活動を全道的に推進している団体等と連携し、相互に事業協賛などを実施しま

した。 

また、北海道や関係機関が取り組む、まち 

づくりに関連する表彰に、継続して「北海道 

地域活動振興協会理事長賞」を提供するなど、 

各種事業を協賛・後援しました。 

 

【北海道地域活動振興協会理事長賞】 

・表彰：「ごみの散乱防止などに関する 

ポスター及び標語の入賞者」 

（北海道循環型社会推進課） 

 

【主な協賛・後援】 

・北海道女性大会（北海道女性団体連絡協議会） 

・全道青年大会（北海道青年団体協議会） 

・北海道母子寡婦福祉研修大会（北海道母子寡婦連合会） 

・「わが村は美しく－北海道」運動コンクール（北海道開発局） 

・北海道ボランティアコンサート「９９９人の第九」（札幌「９９９人の第九」の会） 

など  
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（２）情報提供事業 

 

① 地域活動情報 

協会の実施する事業概要や事業報告、助成金情報やイベント情報など地域活動に関す

る情報をホームページに掲載するとともに、ボランティア活動の助成団体を中心とした

団体の活動を紹介しています。 

道内のボランティア活動の促進を図るため、道民がボランティア活動に興味を持ち参

加の契機となるよう、ホームページでボランティアの募集情報の充実を図るため、機材

整備・環境整備を行うとともに、ボランティア情報の収集・発信を進めました。 

また、市町村・社会福祉協議会の賛助会員への定期的なメール配信及び SNS（フェ

イスブック）の活用により、協会事業やボランティア募集などの地域活動に関する情報

の提供・収集を行いました。 

 

【ホームページアクセス数】 

（単位：件） 

区 分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

実 績 1,267 1,264 3,458 3,176 1,095 2,466 1,411 1,262 1,307 1,209 1,475 1,554 20,944 

 

② 機関紙等の発行 

協会事業の概要や事業報告等を掲載した「北海道地域

活動だより」を、助成事業の募集開始時期に合わせて発

行し、市町村・関係団体・個人等の賛助会員や道内の中

間支援センター等を中心に配布しました。 

なお、ホームページで機関紙の閲覧が可能であるとと

もに、機関紙にＱＲコードを掲載し、ホームページにア

クセスできるリンク機能により、相互に情報の閲覧がで

きます。 

 

・７月発行：８００部（A４・４ページ）  
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（３）支援事業 

 

① 地域活動団体の支援 

新しい時代にふさわしいネットワークづくりをめざし、将来まちづくりの中核となっ

て活動する人材を育成するため、まちづくり推進活動支援事業として自発的・継続的に

活動に取り組む団体に対し、活動費の一部を助成しました。 

 

【まちづくり推進活動支援事業】（１５団体） 

市町村名 団体名・事業名 

札 幌 市 
一般社団法人北海道健康医療フロンティア 
「道民生き生き第 18 回大会」 

札 幌 市 
ＮＰＯ法人たすけ愛ふくろう清田 
「スマホ苦手なシニアに無料操作支援で、デジタルライフへのサポート」 

札 幌 市 
ＮＰＯ法人ほしの里 
「地域でくらし続けるための居場所づくりプロジェクト」 

札 幌 市 
ＮＰＯ法人女性サポート Asyl 
「ホームレスシェルター利用経験者等の身寄りがない者の孤立防止と 

助け合い促進事業」 

札 幌 市 
ＮＰＯ法人メリーライズ 
「滝川市江部乙町の魅力」 

札 幌 市 
北海道文化遺産活用活性化実行委員会 
「北海道ヘリテージマネジメント専門職育成講座事業」 

石 狩 市 
一般社団法人石狩シェアハピシティ計画 
「郷土料理の次世代伝承プロジェクト」 

江 別 市 
プロギング in 北海道～足元から世界を繋ぐ～ 
「プロギング in 北海道 ～足元から世界を繋ぐ～」 

月 形 町 
つきがた design 
「KAPATO プロジェクト」 

砂 川 市 
空知スマイルママ 
「地域でそだてる 親子の未来プロジェクト」 

砂 川 市 
ＮＰＯ法人みんなの 
「みんなでつくる子ども食堂プロジェクト」 

室 蘭 市 
お母ちゃんラボ 
「『羊育（よういく）』を軸とした命と自然の循環の場づくり事業 

～動物と暮らしが交差するまち・室蘭 新富町プロジェクト～」 

壮 瞥 町 
ＮＰＯ法人有珠山周辺地域ジオパーク友の会 
「昭和新山ジオツアー実走化事業」 

釧 路 市 
劇団東風 
「演劇を通した地域教育の課題に取り組む事業」 

津 別 町 
津別町相撲協会 
「未来の横綱プロジェクト」 
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② ボランティア活動の支援 

【ボランティア活動支援事業】 

ボランティア活動の実践団体に対して活動費の一部を助成しました。 

 

・助成団体数：２４２団体 

（圏域別内訳） 

圏 域 札幌市 道央圏 道北圏 道南圏 十勝圏 根釧圏 オホーツク圏 計 

団体数 45 93 32 21 22 17 12 242 

 

 

（４）コミュニティ再生事業 

 

地域における住民の自主・連帯・協働によるコミュニティ再生や、これらを担う人材

を育成することを目的に、コミュニティやまちづくり活動、ＮＰＯなどの地域活動に関

心のある方等を対象に講座等を開催しました。 

 

① ほっかいどう希望大使（認知症本人大使）パートナーシップ事業２（砂川市） 

 

道民の新しい認知症観の受けとめに関する意

識調査と認知症当事者コミュニティを創設する

ことを目的とし、市民健康フォーラム・空知ひ

まわり・先進地視察・啓発活動を実施した。活

動等を通じて、「認知症＝何もできない・終わ

り」というネガティブな固定概念が払拭され、

「早期診断の重要性」や「社会参加できる環境

づくり」への理解が深まった。 

 

【共 催】特定非営利活動法人 

中空知・地域で認知症を支える会 

【会 場】砂川市・道内各地他 

【講 師】松本 健太郎 氏 

（ほっかいどう希望大使） 

【開催日】令和７年６月２０日～１１月３０日 

【参加人数】７３７名 
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② 市民フォーラム「超高齢社会サバイバル術」（千歳市） 

 

お互いに支え合う地域コミュニティの在り方

を早急に見直す必要がある中、フォーラムを通

して、参加者が社会課題について「１０年後の

自分事」と捉えることを目的として実施した。

事例紹介を通して、多世代交流の必要性、効

果、配慮するポイントを学び、コミュニティ

コーピング（ゲーム）では共通の課題に向き合

うことの重要性を実践的に学ぶことができた。 

   

【共 催】一般社団法人ちとせタウンネット 

【会 場】北ガス文化ホール 

（千歳市民文化センター） 

【講師等】齊藤 征人 氏 

（北海道教育大学 教授） 

佐々木 斎子 氏 

佐藤 信一郎 氏 

高橋 正人 氏 

（コミュニティーコーピング 

認定ファシリテーター） 

【実施日】令和８年２月２１日（土） 

【参加人数】３８名 

 

 

（５）理事会・評議員会の開催 

 

① 理 事 会 

 

ア 第１回理事会 

・開催日 令和７年５月２７日（火） 

・場 所 札幌市 かでる２・７ １０７０会議室 

・報 告 理事長・常務理事の職務の執行状況報告 

・協 議 理事・評議員の選任について 

・議 題 令和６年度事業報告（案）について 

 令和６年度収支決算（案）について 

 令和７年度第１回（定時）評議員会の開催について 
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イ 第２回理事会 

・開催日 令和８年３月３日（火） 

・場 所 札幌市 かでる２・７ １０４０会議室 

・報 告 理事長・常務理事の職務の執行状況報告 

・議 題 令和８年度地域活動振興事業計画（案）について 

 令和８年度収支予算（案）について 

 令和７年度第２回評議員会の開催について 

 

② 評議員会 

 

ア 第１回評議員会 

・開催日 令和７年６月１６日（月） 

・場 所 札幌市 かでる２・７ １０７０会議室 

・議 題 令和６年度事業報告（案）について 

 令和６年度収支決算（案）について 

 理事・評議員の選任について 

 

イ 第２回評議員会 

・開催日 令和８年３月１７日（火） 

・場 所 札幌市 かでる２・７ １０４０会議室 

・議 題 令和８年度地域活動振興事業計画（案）について 

 令和８年度収支予算（案）について 

 

 

 

2 運営体制の充実を図るための取組 

 

① 個人情報保護規程の制定 

財団の統合・設立時（平成１３年４月１日）より、個人情報保護規程を制定・運用し

個人情報を扱う組織としてのリスク管理に努めている。 

 

② 助成金審査会の設置 

支援事業については、直接の利害関係のない外部有識者で構成される選考委員会の審

議を経て助成先を決定している。 

 

③ 事業の効果に係る定性的・定量的測定 

支援事業の効果測定に係る取組として、支援団体を対象にアンケート調査を実施する

ことにより、支援ニーズを把握し、事業計画及び支援内容の充実を図っている。 


